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6 朴光星「韓国の朝鮮族労働者の流入と定着、適応に関する研究」ソウル大学社会学科修
士論文、2002年；朴光星、注2前掲載論文、2008年． 





























































                                        
10 訪問就業制、在外同胞ビザ等の政策については第2章の受入れ政策の部分で説明する。 



























                                        
11 注6;注7、前掲載論文 
12 朴今海 『社会転型と民族発展』、延辺大学出版社、2012年、pp122－139 






























































































































































                                        
18 血縁関係によって、共に生活する集団 
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22本章は2013年8月韓国法務部での政策担当者との面談内容と韓国電子政府のパブリック
コメントシステムを通じて答弁してもらった内容等を参考にしてまとめたものである。 


































































































































































































































                                        
31 イ･ジンヨン「韓国で生活している中国同胞」在外同胞財団、2010年． 







































































































                                        
36 ガリボンドン：ソウルの行政区域名、ソウル市九老区加里峰洞(ガリボンドン) 




























                                        
37 本章では文脈に従い場合によっては｢リピーター｣または｢繰り返し出国｣という言葉も
並行に使用している。 































                                        
38 2013年8月法務部関係者インタビューによる資料。 
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表 3－1 回答者の属性 
事例 年齢 性別 家族 滞在期間 職業 日時 面談場所 回数 










B 50代 女性 3人 13年 介護 1回 
C 30代 男性 4人 7年 工場 25－1－2 カフェ 1回 
D 40代 女性 5人 6年 家政婦 25－1－3 レストラン 1回 
E 50代 女性 3人 5年 日雇い 25－8－14 カフェ 1回 




P  30代 男性 教授 24－12－27 ソウル大入口駅カフェ 1回 
L 50代 男性 
国家公務員(韓国人) 25－8－14 京畿道果川政府庁舎 1回 
K 40代 男性 
G 30代 男性 自営業 
25－8－15 ソウル市大林洞カフェ 1回 
Y 20代 男性 会社員 



























































































                                        
44 注6、前掲載論文 

































































































                                        
46 イジンヨン・イへギョン･キムヘンミ「訪問就業制に対する実態、及び同胞満足度調査」
法務部、2008年． 


































































































































































                                                                                                      
番慣れている中国で自分の夢を実現してくれる男性と結婚して、家の近いところで母の面倒をみ
たい。母にはお店を構えさせたい｣と出稼ぎと家族の将来像についての考えを明かしてくれた。 































































                                        
53朝鮮族ネット「韓国不況の中、労務者たち帰国の兆し」2008年11月18日 
54出自: http://www.tongilnews.com/news/articleView.html?idxno=975592013年8月12日検索 































                                        
55 注22、前掲載論文 































                                        
56 出自:同上フォーラム、2010年4月 発表者：イェードングン 


























































                                        
57 ソウルの高級住宅街である。 
58  この部分はソウルでの1回目でのインタビューの内容をまとめたものである。 





























































































































































                                        
60 連合ニュース「旧正月過ごしに韓国行－新たな風習」 2010年1月26月 
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61 連合ニュース ｢韓国門戸開放に中朝鮮族離婚率激減｣2010年11月17日(アクセス：2013
年11月29日) 




























                                        
62 注6、前掲載論文 
63 2010年4月に入り、18歳未満の未成年者に対する訪問同居ビザを導入し始めた。 
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  表4－1  龍井市年度別学生数推移統計     (人) 
年      校 高校 職業学校 中学校 小学校 
2008年 3,043 376 4,742 6,938 
2009年 2,337 843 2,801 4,693 











表4-2  龍井市朝鮮族教員流失統計数値 
区 分 2005年 2006年 2007年 2008年 
流失教員数 105人 75人 110人 61人 









































































































































































































































                                        
73 内訳：北安小学校99枚；龍井市中学校98枚； 龍井市高校95枚 










表 4-3 学年と性別 
 
学 年 男子 女子 合計 ％ 
 中学一年生 38 56 94 33.4 
 中学二年生 0 2 2 0.7 
 中学校三年生 0 1 1 0.3 
 高校一年生 0 1 1 0.3 
 高校二年生 16 39 55 19.0 
 高校三年生 7 27 34 12.1 
 小学校 6 年生 13 33 46 15.9 
 小学校 5 年生 12 41 53 18.3 
合計 86 200 286 100 
 
































      図4-5 出稼ぎ経験      9％と出た。親の中で一人でも出稼ぎ 
                   に出ている家庭が圧倒的に多いことが明
らかになった【図4-5】。 
































複数 無回答 合計 
人数 33 133 40 5 5 4 1 71 292 














                                        
74
 WI-FI：アメリカ電気電子学会が開発した高速無線LANのこと。 



















人数 87 19 15 31 2 1 5 59 73 292 
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図4-12 同居人との関係  
 







































































































表4－6    为に受ける支援 

































































































































































表4－8 悩み解決方法  















ある 43(20.1) 41(19.2) 59(27.6) 65(30.4) 6(2.8) 
ない 53(19.1) 54(19.4) 82(29.5) 81(29.1) 7(2.5) 
（Ｐ＝0.024 ＜0.05 有意差ある） 























































































































       表4－9  韓国へのイメージ 













ある 58(26.7) 79(36.4) 27(12.4) 9(4.1) 34(15.7) 4(1.8) 6(2.8) 
ない 12(18.8) 21(32.8) 4(6.2) 5(7.8) 19(29.7) 3(4.7) 0(0.0) 













表4－10  韓国へのイメージが作られた動機(複数回答)  








ある 109(42.4) 31(12.1) 51(19.8) 29(11.3) 21(8.2) 16(6.2) 
ない 38(47.5) 19(23.8) 2(2.5) 7(8.8) 11(13.8) 3(3.8) 


























































































                                        
79 古くから家庭教育を通じて伝承してきた、「父母に孝行し、目上を恭敬する。先生を
尊敬し、年寄りを敬う、等の儒教の思想」 





























































































































                                        
80 注7、前掲載論文 
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83 本稿では高校までの子どもを対象とする。 
84 中国国務院：日本の内閣に該当する国の機関。 




























                                        
85 尐人数クラス教育を指す。 



















































県市 名称 定員 居住数 朝鮮族 漢族 留守子女 貧困学生 職員 
延吉市 
興安小学 105 75 75  24 51 10 
太平小学 100 68 66 2 68  3 
龍井市 学生之家 220 160 151 12 146 97 14 
和龍市 
和龍五中 120 15 15  15 1 
和龍六中  6 3 3 6 1 
琿春市  曙光之家 100 30 27 3 30  19 
図們市 学生之家 50 46 43 3 36 10 8 
汪清市 第二小学 160 9 9  9  5 
安図市 第一小学 100 40 38 2 20 20 4 
合計  955 452 427 25 354 178 65 
＊延辺州教育局「全州‘学生之家’基本状況」2008.1．1．(尹：2010) 




























































                                        
87 結対子（中国語）一対一(一邦一とも称する)のパートナーを連結して、手伝い役をさせ、
共に発展させること 





























































                                        
88 注29、前掲載論文 






























































                                        
89 出自:『ママが韓国へ行きました―朝鮮族子ども達の手記』2012、吉林新聞・仁川文化財団 



























































































































































































































































































                                        
93 訪問同居ビザF-1によって、出稼ぎ親に同行することが可能となった。 
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連合ニュース「F-4 取得朝鮮族同胞子女の来往急増」2013 年 1 月 3 日ニュース、{ゾグロ
メディア http://blog.zoglo.net/board/read/m_shehui/141790/705/40、2013 年 9 月 3 日検
索} 
連合ニュース「旧正月に韓国行－新たな風習」 2010 年 1 月 26 月 










第 1 章 問題の所在と研究の枠組 書き下ろし 
第 2 章 韓国における受け入れ政策の変遷 
・韓国在外韓人学会『在外韓人学会誌』 2014 年 1 月投稿予定 




日本比較文化学会『比較文化研究』 2013 年 12 月投稿予定 
・口頭発表予定：朝鮮族研究学会 2013 年全国大会(2013 年 12 月 15 日、日本大学) 
第 4 章 子どもの教育への影響 




日時：25 年 3 月 16 日 10:00～10:25 場所：大阪経済法科大学東京麻布セミナー
ハウス 2 階大会議室、第一部学術報告「中国朝鮮族の出稼ぎによる留守児童の現
状と課題」 
・宇都宮大学多文化公共圏センター年報第 5 号掲載(平成 25 年 3 月)、 PP 161-175
「中国朝鮮族の出稼ぎによる留守児童生徒の実態調査報告―延辺州龍井市の小中
高校へのアンケート調査を中心に―」 
第 5 章 留守児童の対策と家族の再発見―送り出し社会の取り組み 
・｢送り出し社会の取り組みから見る中国朝鮮族留守児童の対策と家族の再発見」 
   日本異文化教育学会『異文化教育学会誌』2014 年 2 月投稿予定 
第 6 章 終章 書き下ろし 

















































































“内容”を直接書いてください。                
 
１．性別は？  
○1 男性  ○2 女性 
２．年齢は？  満   才 
３．今何年生ですか？ 
○1 中学一年生  ○2 中学2年生  ○3 中学3年生 ○4 高校一年生 ○5 高校2年生 ○6 高校3年生 
⑦小学6年生 ⑧小学校5年生 
４．家族は？ 
○1 一人  ○2 二人  ○3 三人 ○4 四人 ○5 5人以上 
５．皆さんは今誰と生活していますか？ 
 ○1 父と母  ○2 父  ○3 母  ○4 祖父母  ○5 親戚  ○6 兄弟又は一人 
 ○7 その他＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
６、現在どこに住んでいますか？ 
  ○1 実家 ②祖父母の家 ○3 親戚の家 ○4 知り合いの家 ⑤寮 ⑥伝托施設  ⑦その他＿＿＿ 
７．両親の中で海外に出稼ぎに行った経験はありますか？ 
  ○1 いる ☞  
【質問7－1】から【質問7－12】まで答えてください。 





○1 韓国  ○2 日本  ○3 アメリカ ○4 ヨーロッパ  ○5 その他＿＿＿＿ 
【質問7－2】．親又は片親と離れた経験は何年ですか 





 ○1 携帯（電話）○2 携帯（メールやメッセンジャ）○3 一般電話  
④パソコン（メールやメッセンジャ）⑤誰かを通じて ⑥会う ⑦連絡していない⑧複数回答 
 
【質問7－4】．出稼ぎ先の親との連絡頻度は 




  ○1 勉強 ○2 健康  ○3 小遣いなど生活の面  ○4 その他＿＿＿＿＿＿＿ ○5 連絡していない 
【質問7－6】．出稼ぎ先の親とは年に何回会いますか？ 
  ○1 1回 ○2 2回 ○3 3回  ○4 その他____年___回 ○5 会っていない 
【質問7－7】．親とはどうやって会いますか？ 
  ○1 親が帰国する  ○2 私が親のところに行く ○3 両方ある ④会ったことがない 
【質問7－8】．もし親と一緒に出稼ぎ先での生活が可能とすれば、出稼ぎ先で勉強したいですか？ 
  ①とても行きたい気持ちである ②どちらかといえば行きたい気持ちである ③あまり行きたく
ない ④行きたくない ⑤よくわからない 
【質問7－9】．現在一緒に住んでいる人との関係は？ 








 ①よくある ②たまにある ③ほとんどない ④ない ⑤なんとも言えない 
【質問7－12】．現在一緒に住んでいる人とトラブルが発生した時、どうしますか？ 
























○1 貧困  ○2 比較的貧困  ○3 普通  ○4 割と豊か  ○5 豊か 
９. 一ヶ月の小遣いはいくらですか？ 
○1 100元以下  ○2 100元～500元  ○3 500元～1000元 ○4 1000元以上  ○5 なし ⑥その他＿＿ 
10. 小遣いは为にどこに使いますか？ 
①衣服 ②食料品 ③ゲームなどの娯楽 ④勉強 ⑤友達との遊び ⑥その他＿＿＿＿＿ 
11．今一番夢中になっていることについて、何でもかまいませんので自由に書いてください。 
                                                                                    
12．成績はどうですか？ 
①優秀 ②中より上 ③中 ④中より下 ⑤良くない ⑥その他＿＿＿＿＿ 
13．学校での勉強生活は楽しいですか？ 





















 ①何も言わず、従う ②怒りを感じるが、従うほうだ ③喧嘩（反抗）する ④親に訴える   
⑤無視する ⑥何かの行動で解消する ⑦その他＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
Ⅲ 次は皆さんと周囲の関係についての質問です。よく読んで該当する項目に“✔”表示、又は“内




  ○1 一人もいない ○2 一人 ○3 二人  ○4 三人～四人 ○5 五人以上 ○6 該当なし 
18．困った時、助けをくれる人はどういう方ですか？（複数選んでもかまいません。） 
○1 両親 ○2 家族又は親戚 ○3 先生 ○4 友達 ○5 青尐年活動中心のような、行政が作った施設や機関
 ○6 尐年先峰隊や団組織など学校の学生会など ○7 父母会など ○8 隣の人など知り合い ○9 いない 
⑩その他                             
19．为にどういう支援をもらっていますか？複数答えてもかまいません。 




 ○2 聞かれたら、話すほうだ 






  ①スポーツなど趣味に熱中する   ②親や先生、周りの人に訴える 
  ③友達とおしゃべりする   ④一人で悶々する 
  ⑤日記など文字で書く   ⑥ゲーム、娯楽などで発散する 
  ⑦買い物などお金をたくさん使って解消する  ⑧おいしい物を食べて解消する 





①とても好き ②やや好き ③どちらかと言えば嫌い ④嫌い ⑤普通 ⑥考えたことがない 
 ⑥ 
 
⑦その他                               
    22の質問で答えたそのイメージはどのようにして作られたと思いますか？ 
 
①歌手・芸能人などのテレビ番組を通じて   ②大人や周りの人たちの話を通じて 
③親の出稼ぎによって    ④韓国の人を通じて  


















중국 조선족 학생들의 생활과 학습,  그리고 주변사람들과의 관계에 관한 설문조사 
여러분 안녕하십니까? 
 
이 설문지는 최근 조선족사회에서 불고 있는 해외(외지)노무 등 사회적 분위기 속에서 
학생 여러분들이 일상생활과 학교생활을 어떻게 보내고 있는지? 그리고 주변사람들과 어떤 
관계를 유지하면서 생활하는 지를 파악하기 위하여 하는 조사입니다. 
 
따라서 여러분이 생각하고 느끼는 그대로 솔직하게 답해주시면 됩니다. 여러분들로부터 
받은 의견은 익명으로(비밀) 처리되며, 연구자료로만 쓰이기 때문에, 여러분께 피해를 입히
는 일은 절대 없을 것입니다. 
 
만약 잘 리해가 안 되는 부분이 있으면 선생님에게 물어보아도 괜찮습니다. 
 




혹시 기타 궁금한 점이나 의문점이 있으면 아래로 직접 문의해주시기 바랍니다. 
 








Ⅰ 우선 여러분들의 일반적인 사항에 대한 질문입니다. 해당란에 “✔”표시 혹은 “관련내용”을
직접 답해주시기 바랍니다.                
 
１．성별은？  
○1 남자  ○2 여자 
２．나이는？  만      세 
３．지금 몇학년입니까? 
○1 중학1년  ○2 중학2년  ○3 중학3년 ○4 고등1년 ○5 고등2년 ○6 고등3년 
４．식솔은 어떻게 됩니까? 
○1 한명  ○2 두명  ○3 세명  ○4 네명  ○5 다섯명  ○6 여섯명이상 
５．지금 누구와 같이 살고 있습니까? 
 ○1 아버지와 어머니  ○2 아버지  ○3 어머니  ○4 친(외)할아버지,할머니  ○5 친척 
 ○6 형제 혹은 혼자    ○7 기타＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
６、현재 어디에 살고 있습니까? 
  ○1 우리집 ②친(외)가집 ○3 친척집 ○4 아는 사람 집 ⑤기숙사 ⑥전탁하는 집 
⑦기타___________________________________ 
７．부모중에 해외노무를 간 경험이 있습니까? 
  ○1 있음 ☞  
【질문7－1】부터【질문7－12】까지 대답해 주세요. 
 ○2 없음 ☞  
【질문7－13】부터【질문7－14】까지 대답해 주세요. 
 
질문７에서○1 있음이라고 선택한 사람만 대답해 주세요. 
【질문7－1】．부,모가 해외노무를 나간 곳은 어디입니까? 
○1 한국  ○2 일본  ○3 미국 ○4 유럽  ○5 기타＿＿＿＿ 
【질문7－2】．부모 혹은 한쪽부모와 몇 년 떨어져 지냈습니까? 




【질문7－3】．해외에 나가있는 부, 모와는 어떻게 연락을 하고 있습니까? 
 ○1 휴대폰（전화통화）○2 휴대폰（메일, 카톡 등 메신저）○3 일반전화  
④컴퓨터（메일 혹은 QQ등 메신저）⑤사람을 통해서 ⑥만난다 ⑦연락하지 않는다 
 
【질문7－4】．해외에 나가있는 부, 혹은 모와의 연락횟수는? 
○1 매일  ○2 주 몇 번  ○3 월 몇 번  ○4 반년에 몇 번 ○5 년 몇 번 
⑥연락하지 않는다 
 
【질문7－5】．해외에 나가있는 부, 모와 연락할 때 주요 화제는? 
  ○1 공부 ○2 건강  ○3 용돈 등 생활적인 면  ○4 기타＿＿＿＿＿＿＿ ○5 연락하지 않는다 
【질문7－6】．해외에 나가있는 부,  모와의 만남주기는 어떻게 됩니까? 
○1 1년에 한번  ○2 1년에 두번 ○3 1년에 세번이상 ○4 기타:________년에_______번 ○5 만나지 못했다  
【질문7－7】．부, 모와는 어떻게 만납니까? 
  ○1 부,모와가 귀국해서 ○2 내가 부, 모가 있는 곳으로 간다  
○3 내가 가든지, 부,모가 귀국하든지 한다. ④만나지 못했다 
【질문7－8】．만약 부, 모를 따라갈 수 있다면, 부, 모가 일하는 곳에서 함께 생활하며 학교를 
다니고 싶습니까? 
  ①매우 가고 싶다 ②가고 싶은 편이다 ③그다지 가고 싶지 않다 ④매우 가고 싶지 않다  
⑤잘 모르겠다 
【질문7－9】．현재 함께 살고 있는 사람과의 관계는 어떻습니까? 
 ①매우 사이가 좋다 ②그럭저럭 사이가 좋은 편이다 ③보통이다 ④그다지 사이가 좋지 않 
⑤매우 사이가 좋지 않다 ⑤어느 쪽도 아니다 
 
【질문7－10】．현재 함께 살고 있는 사람은 학생을 잘 이해해줍니까? 
①충분히 이해 해준다 ②그럭저럭 이해해 주는 편이다 ③보통이다 ④그다지 이해 못해준다 
⑤전혀 이해 못해준다 ⑥어느 쪽도 아니다 
 
【질문7－11】．현재 함께 살고 있는 사람과는 트러블(마찰)이 발생합니까? 
 ①자주 있다 ②가끔 있다 ③거의 없다 ④없다 ⑤뭐라고 말하기 어렵다 
【질문7－12】．현재 살고 있는 사람과 트러블(마찰)이 발생할 때 어떻게 합니까? 
 ①아무것도 말하지 않고 따르는 편이다 ②화가 나지만 따르는 편이다 ③싸운다 ④부모한테





질문７에서○2 없다고 대답한 사람만 대답해 주세요 
【질문7－13】．부,모가 지금까지 해외(외지)로무를 나가지 않은 이유는 뭐라고 생각합니까? 
①가는 방법을 몰라서 ②가족을 위하여, 나의 교육을 위하여 ③가족과 주변의 반대로 
④생활이 풍족하여 갈 필요가 없다 ⑤건강상의 이유로 갈 수 없었다 
⑥해외 로무를 나가는 경비를 마련못해서 ⑦그 외＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
【질문7－14】．부,모가 지금까지 해외(외지)로무를 나가지 않은 것에 대하여 어떻게 생각합니까?  
○1 매우 좋았다고 생각한다 ②어찌 보면 좋았다고 생각한다 ③좋지 않다고 생각한다  
④어찌 보면 좋지 않은 편이다 ⑤뭐라고 말하기 힘들다 
 
Ⅱ 다음은 여러분의 일상생활과 학교생활에 관한 질문입니다. 잘 읽고 해당하는 항목에“✔”표
시 혹은 “관련내용”을 직접 써 넣어 주세요.                
 
 
８. 가정형편은 어떻습니까? 
○1 가난하다  ○2 비교적 가난하다  ○3 보통이다  ○4 비교적 풍족하다  ○5 풍족하다 
９. 1개월의 용돈은 얼마입니까? 
○1 100元이하 ○2 100元～500元  ○3 500元～1000元 ○4 1000元이상  ○5 없음 ⑥그 외＿＿__ 
10. 용돈은 주로 어디에 씁니까？ 
①의복 ②식료품 ③게임 등 오락 ④공부 ⑤친구와의 교제 ⑥그 외＿＿＿＿＿ 
11．지금 가장 빠져있는(심취해 있는) 일은 뭡니까?  뭐든지 상관없으니 자유로 기술해 주세요. 
 
                                                                                    
12．성적은 어떻습니까?  
①상 ②중보다 상 ③중 ④중보다 하 ⑤좋지 않다 ⑥그 외______________ 
13．학교에서의 공부는 즐겁습니까? 
①매우 즐겁다 ②즐겁다 ③보통이다 ④그다지 즐겁지 않다 ⑤전혀 즐겁지 않다  
⑥어느쪽도 아니다 
 
14．학생의 공부에 대한 부, 모의 기대는? 
①중학교 의무교육졸업 수준까지 기대하고 있다 
②고등학교 졸업수준까지 기대하고 있다 
③中専 졸업수준까지 기대하고 있다 
③대학 졸업수준까지 기대하고 있다 






①매일 제대로 다니고 있다 
②성실히 다니는 편이다 
③가끔  수업을 빼먹는다 
④자주 수업을 빼먹는다 
⑤거의 절반 이상 학교에 안 간다 
 
16．학교에서 선생님과 뭔가 마찰이 발생했을 때 어떻게 합니까? 
 ①아무것도 얘기 안하고 따르는 편이다 ②화나지만 따르는 편이다 ③싸운다(반항한다) 
 ④부, 모한테 호소한다 ⑤무시한다 ⑥어떤 행동으로 해소한다 ⑦그 외＿＿＿＿＿＿＿ 
 
Ⅲ 다음은 여러분과 주변사람들과의 관계에 대한 질문입니다. 잘 읽고 해당하는 곳에“✔”표시
혹은 “관련내용”을 직접 써 넣어 주십시오.                
 
17．여러분들과 보다 밀접한 관계를 가지고 여러분들을 지원해주고, 도움을 주는 사람은 몇 명 입
니까? 답안은 한 개만 선택해 주십시오. 
  ○1 1명도 없음 ○2 1명 ○3 2명  ○4 3명～4명 ○5 5명이상 ○6 해당 없음 
18．곤란에 처했을 때, 도움을 주는 사람은 어떤 사람입니까?(여러 개 선택해도 괜찮습니다.) 
○1 부모 ○2 가족 혹은 친척 ○3 선생님 ○4 친구 ○5 청소년을 위한 시설이나 기관, 시 정부 등  
○6 소년선봉대와 단조직 등 학교 학생회 등 ○7 가장모임 등 ○8 이웃 등 아는 사람 ○9 없음 
⑩기타                             
19．주로 어떤 지원을 받고 있습니까? 여러 개 선택해도 괜찮습니다. 
  ○1 경제적인 지원 ○2 고민상담 등 정신적인 면 ○3 일상생활적인 면  ○4 학교생활적인 면  
⑤법률적인 것 ⑥해당 없음 
20.고민 등이 있을 때 도움을 청하는 방법은? 한개만 선택하세요 
○1 혼자서 고민한다 
 ○2 물어보면 말하는 편이다 
 ○3 적극적으로 주변에 도움을 청한다 
○4 가끔 주변에 도움을 청한다 
⑤기타＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
 
21．스트레스 해소방법은? 여러개 선택해도 괜찮습니다. 
 
  ①스포츠 등 취미에 열중한다  ②부모, 선생님 등 주변사람들께 토로한다 
  ③친구들과 수다를 떤다   ④혼자 끙끙 앓는다 
  ⑤일기 등 글로 쓴다   ⑥게임, 오락등을 통해서 발산한다 
  ⑦쇼핑 등 돈을 많이 쓰는것으로써 해소한다  ⑧맛있는 음식을 먹으면서 해소한다 
  ⑨실컷 울어서 해소한다 
 ⑩노래하거나, 음악 듣거나, 영화 보거나 산책하거나 하면서 해소한다 




22．한국에 대한 전체적인 이미지는 어떻습니까? 
①매우 좋음 ②조금 좋음 ③싫은 편이다 ④매우 싫음 ⑤보통 ⑥생각한적 없음 
⑦기타                               
  22.의 질문에 그 답안을 선택한 이유를 아래의 내용중에서 다시 한번 선택해주십시오.  
 
①가수・예능인 등 텔레비 프로를 통해서   ②어른 등 주변사람들의 말을 통해서 
③부모의 해외노무로 인해서    ④한국사람들을 접하거나 통해서  
⑤중국에 진출해있는 한국기업이나 상품을 통해서 ⑥기타＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
 
 
❖다음은 개인의 생각을 자유롭게 써주시면 됩니다.  뭐든지 괜찮으니 생각을 그대로 적어주시면 
됩니다. 
 
↓최근 많은 조선족들이 한국으로 일하러 가는 것에 대하여 어떻게 생각합니까? 
 
 
↓요즘 본인이 처해있는 곤란한 일, 혹은 고민, 불만, 걱정 등이 있으면 써 주세요.  




이상 조사에 협력해주셔서 감사합니다.
 
